作成した文書のデーターを保存する場所として、フロッピーディスク（flopy disk）があります。安価で使いやすいですが、磁石などに近づけると中のデータは壊れてしまいます。データー保存もさることながら、保存した媒体の取り扱いについても充分注意が必要です。
